
「総合的な学習の時間」が「総合的な探究の時間」（以下、総合探究）へと変わり、「古典探究」や「地理探究」など、
教科においても「探究」が名称に含まれる科目が複数新設されたことが象徴するように、実施２年目となる新学習指
導要領では、探究的な学習活動（以下、探究学習）の充実が求められています。中でも総合探究などで行われるよう
な探究学習は、“生徒主体 ”の学習活動などと言われますが、生徒主体と言っても、教師がその学習に何もかかわら
ないということではありません。では、“生徒主体 ”の探究学習とはどういった学習なのか、教師はそれにどうかかわ
るべきなのかと問われた時、教師間で共通認識が図れている学校はまだ多くはないようです。今回私は、２つの学校
から、社会人の１人として、生徒が探究学習に取り組む場に立ち会う機会をいただきました。生徒たちとやり取りを
重ねる中で、探究学習が、彼ら、彼女たちにとって、今までの自分を変える、新しい自分に出会う、そうした学びに
なっていると感じました。本特集は、その２校の探究学習を取材した記事を中心に、主体的に探究学習に取り組む生
徒の姿や生徒にかかわる教師の考え、それに基づくアクションが、読者の先生方に具体的かつリアルに伝わることを
目指しました。ぜひ、ご覧ください。

 編集部　統括責任者　柏木　崇

  	 課題整理

	 P. 4	 改めて考える、「探究学習」とはどのような学びか。それを実現する上での課題は

  	 実践リポート

 P. 6	 学校現場編●岩手県立遠
とお

野
の

高校
	 	 答えが１つではない問いに、グループでどのように向き合うか　

  P. 10	 学校現場編●長崎県・私立純心中学校・純心女子高校
	 	 主体的に学ぶ授業とは？　生徒と教師が新しい授業を追究
  P. 14	 教育委員会編●青森県教育庁
	 	 １人１課題に取り組む「あおもり創造学」で、地域課題を自分事として捉える
  P. 17	 教育委員会編●福井県教育庁
	 	 生徒が「念

お も

い」を社会に発信する、全国規模の「プレゼン甲子園」を開催

	 	 本特集テーマのnext

P. 20		 探究のプロセスを見通しつつ、論理的・批判的に思考することができる
	 	「対話型論証モデル」で、探究の自走を図る
  京都大学大学院教育学研究科　教授　松下佳代　／　大阪府・私立高槻中学校・高校　教頭　前田秀樹
  大阪府・私立高槻中学校・高校　ティーチング・アシスタント、京都大学大学院教育学研究科博士後期課程　田中孝平

新しい自分に
出会う

特集

探 究 学 習
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２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
高
校
の
新
学

習
指
導
要
領
で
は
、
探
究
的
な
学
習
活
動
（
以
下
、
探

究
学
習
）
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
改
め
て
、「
探

究
」と
は
ど
の
よ
う
な
営
み
な
の
か
。
文
部
科
学
省「
高

等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
総
合
的
な
探
究
の
時
間

編
」
で
は
、　「
探
究
」
と
は
、「
問
題
解
決
的
な
学
習

が
発
展
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
」
こ
と
で
あ
り
、「
物

事
の
本
質
を
自
己
と
の
関
わ
り
で
探
り
見
極
め
よ
う
と

す
る
一
連
の
知
的
営
み
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、「
探
究
に
お
け
る
生
徒
の
学
習
の
姿
」
と

し
て
、
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
も
提
示
さ
れ
（
❶
）、
実
生

活
や
実
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
、
生
徒
が
探
究
の
プ
ロ

セ
ス
を
通
し
て
考
え
、
判
断
し
、
表
現
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
探
究
」
に
お
い

て
欠
か
せ
な
い
も
の
の
１
つ
と
し
て
、「
生
徒
の
主
体

性
」
を
挙
げ
（
❷
）、
生
徒
主
体
の
探
究
学
習
が
実
現

さ
れ
て
い
る
状
態
の
１
つ
が
、
生
徒
の
設
定
す
る
課
題

が「
自
分
に
と
っ
て
関
わ
り
が
深
い
課
題（
自
己
課
題
）」

●❶課題の設定

●❷情報の収集

●❸整理・分析

●❹まとめ・表現

●❷

●❸

●❹
●❶

●❷

●❸

●❹
●❶

生徒が下図の❶〜❹のプロセスを通じた
学習活動を発展的に繰り返していく学び。

改
め
て
考
え
る
、「
探
究
学
習
」と
は
ど
の
よ
う
な
学
び
か
。

そ
れ
を
実
現
す
る
上
で
の
課
題
は

高
校
で
新
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
て
１
年
が
経
っ
た
。
探
究
学
習
に
取
り
組
む
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
つ
い
て
は
、

授
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
れ
ば
よ
い
の
か
、
教
師
は
生
徒
に
ど
う
か
か
わ
れ
ば
よ
い
の
か
、
学
校
現
場
か
ら
は
、
依
然
戸
惑
い
の
声
が
聞
か
れ
る
。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
改
め
て
、
探
究
学
習
と
は
ど
の
よ
う
な
学
び
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
を
実
現
す
る
上
で
の
課
題
を
整
理
す
る
。

探究における生徒の学習の姿1

日常生活や社会に目を
向け、生徒が自ら課題
を設定する。

自らの考えや課題が
新たに更新され、探究
の過程が繰り返され
る。

探究の過程を経由する。
❶課題の設定
❷情報の収集
❸整理・分析
❹まとめ・表現

課題整理

※文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」を基に編集部で作成。

探究に欠かせない生徒の主体性

※文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」を基に編集部で作成。

2
探究では、生徒が、身近な人々や社会、自然に興味・関心をもち、そ

れらに意欲的に関わろうとする主体的、協働的な態度が欠かせない。

探究に主体的に取り組むというのは、 自らが設定した課題の解決に向け

て真剣に本気になって学習活動に取り組むことを意味している。それ

は、解決のために、見通しをもって、自ら計画を立てて学習に向かう

姿でもある。
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に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
（
❸
）。

そ
れ
は
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
な
ど
で
行
わ
れ

る
探
究
学
習
が
、「
自
己
の
在
り
方
生
き
方
と
一
体
的

で
不
可
分
な
課
題
を
自
ら
発
見
し
解
決
し
て
い
く
よ
う

な
学
び
」
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
（
❹
）。

　
そ
う
し
た
生
徒
主
体
の
探
究
学
習
が
求
め
ら
れ
る
中

で
、
学
校
現
場
は
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
（
❺
）。

『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
　
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
高
校
版
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
は
、
探
究
学
習
が
ど

の
よ
う
な
学
び
か
を
捉
え
き
れ
ず
、
教
師
と
し
て
生
徒

に
ど
う
か
か
わ
れ
ば
よ
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
様
子
が

う
か
が
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
探
究
学
習
が
ど
の
よ
う
な
学
び
か

定
義
さ
れ
、
そ
れ
を
推
進
す
る
上
で
の
留
意
点
が
示
さ

れ
て
い
て
も
、
学
校
現
場
に
お
い
て
そ
の
理
解
や
教
師

間
の
共
通
認
識
が
深
ま
っ
て
い
な
い
の
は
、
探
究
学
習

と
い
う
学
び
や
、
そ
れ
に
取
り
組
む
生
徒
の
あ
る
べ
き

姿
、そ
し
て
教
師
の
か
か
わ
り
方
が
、具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
し
づ
ら
い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
今
号
は
、
帰
納
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
く
、

生
徒
が
主
体
的
に
探
究
学
習
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

教
師
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
彼
ら
・
彼
女
た
ち
を
支
援

す
る
２
校
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
各
校
が
生
徒

主
体
の
探
究
学
習
を
推
進
で
き
る
よ
う
、
県
を
挙
げ
て

学
校
現
場
を
支
援
す
る
動
き
が
増
え
て
き
て
い
る
。
そ

の
事
例
と
し
て
、
青
森
県
教
育
庁
と
福
井
県
教
育
庁
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

※『VIEW next』高校版読者モニターへのアンケート結果（2023 年２月にウェブとファクスで実施。有効回答数は 118）、次年度誌面に関する読者アンケート結果（2022
年10月にウェブとファクスで実施、有効回答数は 1,380）を基に編集部で作成。

課題と生徒との関係（イメージ）4

※文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」を基
に編集部で作成。

生徒主体の探究学習を実現する上での課題5
• 探究そのものの理解が進んでいない。まだ言葉が独り歩きして

いると感じる。
•「探究」という言葉が難しく、生徒にどの程度「探究」させれ

ばよいか分からない。
• 全教員で共通認識を持って取り組むことが難しい。
• 生徒が探究学習の計画を立てる必要性は分かるが、その指導の

仕方が分からない。
• 今行っている探究学習の方法が正しいのかどうか、迷っている

教師は多いと思う。
• とにかく実践し、そこで浮かび上がった課題を次に改善すると

いった方法でしか、探究学習の指導の進め方が分からない。
• 生徒がどうすれば自己課題を設定できるのかが難しい。いろい

ろな支援をしているが、うまくいっていない。教師の働きかけ
によって課題を見つけることができた生徒の事例を知りたい。

• 探究学習は、教師でも想定しない事態が起こり得る。指導にあ
たっての教師の心構えや、最小限の必要な準備、教師間での意
識・ノウハウの共有方法など、実践を知りたい。

• 探究学習が、単なる調べ学習になったり、安易なグループ学習
に終わったりする場合がある。どうすれば探究が深まり、生徒
にとって意味を持つ学びになるのか、つかみきれていない。

※文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」を基に編集部
で作成。

高等学校においてこのような生徒の姿を実現していくに

当たっては、生徒が取り組む探究がより洗練された質の

高いものであることが求められる。質の高い探究とは、

次の二つで考えることができる。（中略）もう一つは、

探究が自律的に行われるということである。具体的には、

①自分にとって関わりが深い課題になる（自己課題）、

②探究の過程を見通しつつ、自分の力で進められる（運

用）、③得られた知見を生かして社会に参画しようとす

る（社会参画）などの姿で捉えることができる。

生徒の主体性を引き出す「自己課題」3

自己の在り方生き方を考
えながら、よりよく課題
を発見し解決していく

課題

自己の在り方生き方と一体的で不可分な課題を発
見し、解決していく

特集　新しい自分に出会う 探 究 学 習

 高校版  2023 April5

0-01-J-23270-001 2023 年度 VIEW next 高校版 4 月号 4 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

04/05
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−0-01-J-23270-001 2023 年度 VIEW next 高校版 4 月号 5 頁 ＣＭ

ＹＫ
再
念
校

04/05
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P04-05_view-next-koukou-4g.indd   5P04-05_view-next-koukou-4g.indd   5 2023/04/06   11:022023/04/06   11:02


